教科体育における走り幅跳びの助走に関する研究 : 徐々に加速する助走の走り方が記録に及ぼす影響について by 大村 一光 et al.
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表6 全力指示と徐々指示における上位群と 表7は，助走の走り方の指示別にみた上位群，下位群
下位群の被験者数(人) の走り幅跳びの平均記録を，助走距離別と全力指示全体
I~ 全力指示上位群下位群
15m 5 12 
20m 9 8 
25m 6 8 
30m 11 7 
合計 31 35 
徐々指示
上位群下位群
7 6 
8 6 
9 9 
6 6 
30 27 
および徐々指示全体の平均で示したものである。
上位群の記録を助走距離別にみると，ほとんどの助走
距離で全力指示の方が高い傾向にあり， 20m助走におい
ては，徐々指示と比較して， 1回目の実験では 1%水準
で， 2回目の実験では5%水準で有意に高い記録が得ら
れた。また，全力指示全体と徐々指示全体の平均値を比
較しでも， 1回目， 2回目の実験とも全力指示の方が記
録は高い傾向にあった。一方，下位群における記録を助走距離別にみると， 1回目の実験では，すべて
の助走距離で全力指示の方が記録は高い傾向にあったが， 2回目の実験においては15m，20m， 30m助
走で徐々指示の方が記録が高くなる傾向にあった。特に， 30m助走では，徐々指示による記録の伸びが
大きく， 1回目の実験では全力指示よりも約15cm低かったものの， 2回目の実験では全力指示よりも約
24cmも高い記録が得られていた。また，全力指示全体と徐々指示全体の平均値を比較すると， 1回目の
実験では，全力指示の方が約296cmで徐々指示の約280cmに比べ有意 (5%水準)に高い値を示したが，
2回目の実験では，全力指示と徐々指示の聞には，ほとんど差がみられなかった。
表7 全力指示と徐々指示における上位群と下位群の走り幅跳びの平均記録 (cm)
~ 全力指示 徐々指示上位群 i下位群 上位群! 下位群
1回目 365.8 (12.6)付事 293.5(28.1) 360.9 (45.0)ホ. 277.8 (38.6) 
15m *本 3・
2回目 381.6 (14.0) • 340.2 (33.6) 386.1 (39.7) 340.7 (37.2) . 
1回目 3867(213)2995m|3486(川 290.8(制)
20m 
2回目 411.8 (30.0) ••• 322.8 (24.6) I 370.5 (42.0) 323.5 (44.1) 
調島
l回目 379.8 (46.0)日 295.5(10.5) 362.9 (30.0)本.. 273.3 (29.8) 
25m *事 司院 率司除
2回目 402.5 (41.2)日 336.0(21.7) 390.6 (20.2) ••• 321.1 (35.2) 
1回目 363.7 (31.0) .事. 297.6 (24.7) 370.5 (21.2)日.282.5 (28.0) 
30m * 
2回目 394.4 (31.8)事.. 307.5 (30.1) 379.5 (29.3) 331.8 (44.6) 
指示・ * 
能力別 1回目 門別 8) 門 33)[…2.3)••• 2川 6)
の平均 2回目 398.9 (33.0)日*328.1 (31.3) I 382.0 (34.5) .縁.328.4 (40.7) 
* * * P <0.001 * * P<0.01 * P <0.05 
( )内は標準偏差を示す
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表10 全力指示と徐々指示における上位群と下位群の体力診断テスト値
~、 全力指不 徐々指不上位群|下位群 上位群|下位群
反復横跳 1年 43.5 ( 3.6)日 40.9( 3.2) 43.4 ( 3.2)事 40.6 ( 5.3) 
(回)
場事 曾島
2年 46.0 ( 2.9)山本 42.9( 3.9) 44.6 ( 3.2) 事事 41.6 ( 3.6) 
垂直跳 1年 46.0 ( 5.9)日指 37.9( 6.5) 43.2 ( 6.0) 場鷹市 34.7( 6.7) 
(明)
. .・ e 場事副院 調僻事事 奪事場
2年 52.4 ( 6.3) ••• 46.6 ( 6.7) 53.6 ( 5.7)権第.44.0 ( 6.7) 
背筋力 1年 68.8 (15.7) • 59.4 (15.8) 62.6 (15.2) 58.6 (14.8) 
(kg) 
. 事司区官民 . .
2年 93.5 (16.8)" 80.5 (19.1) 91.5 (16.7)事 81.3 (14.4) 
握 カ 1年 28.1 ( 4.9)市 25.0 ( 5.3) 26.0 ( 4.5) 24.5 ( 7.8) .  同.. 邸調齢
(kg) 2年 33.5 ( 6.1)口事 28.0( 6.6) 33.6 ( 6.1) 格稼 27.5 ( 7.0) 
1年 67.7 (13.0) 69.5 (12.6) 73.7 (12.8)事 66.3 (10.0) 
踏台昇降
2年 72.4 ( 9.9) 73.3 (11.4) 77.0 (10.4) 71.6 (13.2) 
調.
伏臥上体 1年 50.5 ( 4.8) 引 (54)|467(65) 46.9 ( 4.2) 
(cm) 
2年 50.1 ( 8.6) 48.0 (7.0) I 48.2 ( 6.4) 47.6 ( 7.4) . 
立位体前 1年 8.9 ( 4.9) 5.7 ( 4.1) 4.2 ( 5.7) 
(咽) 2年 9.3 ( 5.5)場 6.5 ( 5.7) 6.2 ( 5.3) 4.5 ( 5.6) 
司民
総 得点 I年 …3)161(24)|…4)154i21) 
(点) 2年 20.9 ( 2.5)日事 18.6(2.8) I 20.5 ( 2.0) ••• 17.6 ( 2.9) 
* * * P<0.001 * * P<0.01 * P<0.05 
( )内は標準偏差を示す
表1 全力指示と徐々指示における上位群と下位群の運動能力テスト値
~ 全力指示上位群|下位群
50m 1年 8.1 ( 0.4)・ 8.9 ( 0.6) 
調齢測.. 制除繍
(sec) 2年 7.6 ( 0.4)日* 8.5 ( 0.5) 
走幅跳 l年 371.0 (32.0) ••• 309.6 (34.1)  君臨車場
(倒) 2年 400.9 (38.8) .・ 337.3(36.6) 
ハンドボ 1年 20.6 ( 3.9)日 17.8 ( 3.0) 
相臨調也事 '・ール (m) 2年 24.6 ( 3.7)日事 19.6 ( 3.4) 
懸垂m 1年 3.9 ( 3.3)日 1.6 ( 2.4) 
(回) 2年 5.3 ( 3.6)噂旗本 2.4 ( 2.5) 
1500m 1年 379.3 (54.6)日 442.8(91.4) 
明'(sec) 2年 367.4 (29.9) 寧日 404.9(46.9) 
総得点 1年 21.1 ( 9.3) 寧日 7.0 ( 5.9) 
(点)
喝也事‘
2年 30.3 (10.6)日噂 13.1( 6.9) 
* *本 P<0.001 * * P<0.01 * P<0.05 
( )内は標準偏差を示す
徐々指示
上位群|下位群|
8.2 ( 0.4) ... 9.0 ( 0.8) 
当陣 “ 市場$
7.6 ( 0.5)本 8.3 ( 0.6) 
358.8 (30.6) 事事権 316.0(36.9) 
3・* 有能
397.2 (37.0)日事 329.7(41.1) 
21.1 ( 4.5)・ 18.1 ( 3.9) 
22.5 ( 3.3) • 20.3 ( 4.3) 
3.4 ( 2.4) ... 0.9 ( 1.7) 
*噂 調.
6.3 ( 4.4) 事事事 2.3 ( 2.6) 
378.4 (30.0)日事 432.5(65.6) 
368.2 (39.1)“ 405.0 (44.4) 
18.4 ( 5.9) 雄日 7.4 ( 6.5) 
..事 奪取.
29.7 (11.3) ••• 14.3 ( 8.9) 
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